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2018年2月期 第3四半期
財務・業績の概況
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連結損益計算書ハイライト

 売上高は、前期比+4.3％の33,813百万円。５期連続の増収。

 営業利益は、前期比▲14.1％の 1,991百万円、経常利益は前期比 ▲13.0％の
1,935百万円、 純利益は前期比▲39.1％の891百万円。
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2018年2月期 第3四半期 決算概要

 売上高 33,813百万円 （前期比 +1,408百万円、計画比+668百万円）

– 既存店売上高前期比は101.1％。客数前期比は98.9％、客単価前期比は102.3％。
第３四半期（9月～11月）の既存店前期比は、売上高98.0％、客数96.5％、客単価101.5％

 売上原価 原価率は32.4％ （前期比 +0.8％、 計画比 +0.3％）

前期比+706百万円、計画比＋328百万円

 人 件 費 前期比+532百万円、計画比＋323百万円（人件費率33.0% 前期比+0.2%）

 販 売 費 前期比+195百万円、計画比 ＋65百万円

 活 動 費 前期比+181百万円、計画比＋131百万円

 固 定 費 前期比+119百万円、計画比 ＋62百万円

 営業利益 1,991百万円 （前期比 ▲326百万円、計画比 ▲243百万円）

 経常利益 1,935百万円 （前期比 ▲288百万円、計画比 ▲203百万円）

 純 利 益 891百万円 （前期比 ▲571百万円、計画比 ▲234百万円）
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 第3四半期までの累計の既存店は増収、前期比+1.1％（３Ｑのみでは▲2.0％）

 フランチャイズ店を含む店舗売上高は、既存店の増収、前期新店のフル稼働
及び今期新店により、3.7％増加。

単位：百万円

グループ店舗売上高分析・・・前期比

+1.1％

＋3.7％

44



600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300
週間売上
52週移動平均

売上高傾向・・・グループ全店舗売上高の推移
 食の安全・安心・健康への取り組み、QSCの強化によるお客さま満足度向上施策

等で上昇傾向だが、リンガーハット業態は、第3四半期に入り、新規出店の遅れ、9
月初旬の冷凍チャーハン誤表記による回収問題、10月の天候不順・台風の影響や
前年10月下旬からのTV放映効果の反動影響等により、上昇傾向は弱まった。

単位：百万円

2017年度2015年度 2016年度
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リンガーハット
浜勝
JF全店データ(外⾷)

 第3四半期累計既存店売上高前年比 リンガーハット 100.5％、濵かつ 103.3％

- 第３四半期（9月～11月）のリンガーハットの既存店前年比は、売上高96.2％、客数95.0％、
客単価101.2％、濵かつの既存店前年比は、売上高104.0％、客数104.3％、客単価99.7％

外食データ出所：日本フードサービス協会：ＪＦデータ（外食）は全店比較

既存店売上高・・・外食全体と当社の動向

2015年度 2016年度
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経費分析・・・前年同期比

 売上原価、経費の増で営業利益は前期比326百万円減少した。（営業利益率 7.2％→5.9％）

 原価率は運賃の上昇等で32.4％となった。（前期比+0.8％）

 人件費率はパートアルバイトの採用難、時給上昇等で33.0％となった。（前期比+0.2％）

 販売費及び一般管理費の合計は、売上・経費増加に伴い1,029百万円増加した。

（売上高に対する構成比：前期比＋0.5％の61.7％）。
単位 ：百万円
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 店舗リロケイトに伴う退店や店舗改装により、減損損失等を計上。

特別損益の内容

単位：百万円
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区分 前年同期 当期 増減額

営業キャッシュ・フロー 2,278 2,105 △173

投資キャッシュ・フロー △1,007 △2,122 △1,115

フリーキャッシュ・フロー 1,271 △17 △1,289

財務キャッシュ・フロー 3,641 △3,093 △6,734
現金等に係る換算差額 △19 △29 △9

現金及び現金同等物の増加・減少(△)額 4,892 △3,139 △8,032

現金及び現金同等物の期首残高 1,711 8,906 7,195

現金及び現金同等物の期末残高 6,604 5,822 △782

 2016年12月実施の増資資金を、新店・既存店改装・工場設備・海外出店へ
計画的に投資を進めている。

単位：百万円

キャッシュ・フロー（前年同期比較）
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セグメント情報
 ちゃんぽん事業は増収減益、とんかつ事業は増収増益となった。

 営業利益は、ちゃんぽん事業 1,425百万円（前期比 △399百万円）

とんかつ事業 393百万円（前期比 ＋22百万円）
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2018年2月期 計画
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2018年2月期 通期予想
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単位：百万円

2017年2月期

通期実績
構成比

2018年2月期

通期計画
構成比 前期差 前期比

総売上高 51,617 ― 53,100 ― 1,482 102.9%

売上高 43,844 100.0% 45,000 100.0% 1,155 102.6%

営業利益 3,284 7.5% 3,370 7.5% 86 102.6%

経常利益 3,158 7.2% 3,250 7.2% 92 102.9%

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,620 3.7% 1,680 3.7% 60 103.7%
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2018年2月期 出店計画

 上半期に、国内20店舗（直営19店）、海外2店舗を出店した。

 通期で、国内40店舗（直営33店,ＦＣ7店） 、海外7店舗を計画（期首計画比▲12店）。
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Data File
2018年2月期 第3四半期

目次 １. 純既存店売上高・客数・客単価の前期比の推移

２. 出店形態別店の店舗数の推移（全店）

３. 出店形態別店の店舗数の推移（リンガーハット）

４. 出店形態別店の店舗数の推移（浜勝・卓袱浜勝）

５. 設備投資の推移
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１．純既存店売上高・客数・客単価の前期比推移
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２．出店形態別の店舗数の推移（全店）
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３．出店形態別の店舗数の推移（リンガーハット）
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４．出店形態別の店舗数の推移（浜勝・卓袱浜勝）

18



５．設備投資の推移

19



本資料に掲載されている業績の見通し等将来に関する情報は、現在入手可能
な情報に基づいて当社経営陣が合理的と判断したものです。実際の業績は市場
動向、経済情勢など様々な要因の変化により大きく異なる可能性がありますこと
をご承知おきください。

本資料に関する問い合わせは下記にお願いいたします。

TEL 03-5745-8611 経営管理チーム 経営企画・IR担当
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